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はじめに

　このドキュメントでは、XoopsモジュールSYLPH version 0.11の解説をします。SYLPHは、Xoopsと学習用のコース・マネジメント・システムであるMoodleのアカウントを、コースごとグループごとに連動させるモジュールです。

　このバージョン0.11の機能は、バージョン0.1と変わりませんが、いくつかのバグが修正され、Xoopsの改造版であるホダ塾に対応したものになりました。このドキュメントでは、ホダ塾に向けた改造箇所と修正箇所を解説します。

1.　ホダ塾向け修正

　基本的に、ja_utf8の言語ファイルを用意することで、ホダ塾向けの改造を行いました。以下のようなファイルとフォルダが追加されています。

sylph/language/ja_utf8.php（sylph/language/japanese.phpと同内容で文字コードの

異なるもの）

sylph/language/ja_utf8/（sylph/language/japanese/以下と同内容で文字コードの

異なるファイル）

2.　バグ修正

　バグ内容：環境によっては、ブロックが表示されない。

　　sylph/blocks/block.phpの内部で、直接DBに接続していたことが原因なので、

xoopsDBを用いることによって解消

3.　今後の展開

　現在は、単にアカウントの移植を行っているだけですが、自動的にmoodleでの修正を反映させるか否かを管理画面で設定できるようにすることを、考えています。それに際しては、XOOPSのテンプレート（tplsourceテーブル）にJavascriptを埋め込み、それが自動的にSQLを実行、という形をとることを、計画しています。

